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１．１ 平成１２年度に検討した項目 

 平成１２年度は、豊田市の地域特性を十分考慮した上で、ＰＣＢの環境への漏洩防止と市

民の健康及び生活環境への影響の不安解消に向けた豊田市域におけるＰＣＢ廃棄物の適正処

理のあり方について、平成１２年９月から平成１３年２月まで検討を重ねた。 

 平成１２年度に検討・評価・整理した主な項目は以下のとおりである。 

① ＰＣＢ廃棄物を取り巻く状況 

・ＰＣＢとは何か／ＰＣＢに関する主な経緯 

・ＰＣＢの有害性、毒性／ＰＣＢ汚染による被害状況や環境汚染の実態等 

・ＰＣＢ等の排出の根絶・低減等を図る国際的な動向 

・ＰＣＢの国内生産量と用途別使用量／ＰＣＢ廃棄物の保管状況 

・海外及び国内でのＰＣＢ処理状況 

・国内でのＰＣＢ処理実績及びＰＣＢ処理を目指した民間企業の主な動き 

・ＰＣＢの保管を続けるリスクと処理を行った場合のリスクの比較 

・国や自治体のＰＣＢ廃棄物適正処理推進の動き  

 ② 豊田市のＰＣＢ廃棄物の保管・使用状況 

・豊田市の概要／豊田市におけるＰＣＢ廃棄物の保管・使用状況 

 ③ ＰＣＢ廃棄物処理の概要  

・ＰＣＢ廃棄物処理フローと各段階の処理概要 

・平成１２年度の検討対象及び平成１３年度の検討対象の区分けと分けて検討する理由 

 ④ ＰＣＢ廃棄物の収集・運搬 

・高圧トランス、高圧コンデンサの形状と寸法等  

・ＰＣＢ廃棄物の収集・運搬に関する規定／ＰＣＢ廃棄物の保管に関する規定 

・ＰＣＢ廃棄物の取り扱いに関する規定 

 ⑤ ＰＣＢ廃棄物の前処理とＰＣＢ汚染油処理  

・ＰＣＢ廃棄物の前処理／ＰＣＢ汚染油等の処理／ＰＣＢ処理技術の評価の必要性 

 ⑥ ＰＣＢ廃棄物処理技術（油処理）の評価 

・ＰＣＢ処理技術（油処理）の選定と評価／ＰＣＢ処理技術（油処理）の評価結果 

・ＰＣＢ汚染油の処理技術において導入が望ましい措置や工夫 

 ⑦ ＰＣＢ廃棄物処理に係る公共関与と事業主体  

  ・ＰＣＢ処理に係る公共関与について 

・ＰＣＢ処理における監視・指導・啓発等の行政事務としての公共関与 

・ＰＣＢ処理における事業主体としての公共関与／ＰＣＢ処理における経済的な公共関

与 

 ⑧ ＰＣＢ廃棄物処理施設の設置場所について  

・設置場所の選定条件／望ましい設置場所の条件  

    第１章 ＰＣＢ廃棄物の一貫処理における課題・検討要項目 
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 ⑨ ＰＣＢ廃棄物処理施設の安全管理と安全性・環境保全性確保の担保  

・事業主体が履行すべき環境保全・安全対策 

・協定締結及び安全監視委員会の設置による安全性・環境保全性の確保の担保 

 ⑩ 地域住民との合意のあり方 

・地域住民との合意形成のための措置／事業主体の報告義務 

 
１．２ 平成１３年度の検討課題 

 前述のとおり、平成１２年度の検討では、ＰＣＢ廃棄物に関する一般的な情報を収集・整

理するとともに、ＰＣＢ汚染油の処理技術に関する技術評価を実施した。さらに、ＰＣＢ廃

棄物の処理に係る公共関与や事業主体のあり方、ＰＣＢ廃棄物処理施設の設置に望ましい場

所、ＰＣＢ廃棄物処理における安全性・環境保全性の確保、地域住民との合意のあり方等に

ついても詳細に検討し、結果を取りまとめている。 

 平成１３年度は、ＰＣＢ廃棄物の保管（ＰＣＢ使用機器の使用も含む）から、収集・運搬、

ＰＣＢ廃棄物処理、空容器解体物等の後処理に至るまでの安全かつ確実な一貫処理システム

の構築に向けて、平成１２年度に検討されなかった残された課題を検討する。ＰＣＢ廃棄物

を一貫処理するために残された課題及び検討項目を全体処理フローとともに併せて表１－１

に示す。 

 表１－１に示した平成１３年度の検討項目の大枠は以下のとおりである。 

① ＰＣＢ廃棄物の安全な保管等のあり方とそれを担保するための方法や措置 

  → 検討結果は第２章を参照 

 ② ＰＣＢ廃棄物の安全な収集・運搬のあり方とそれを担保するための方法や措置 

   → 検討結果は第３章を参照 

 ③ ＰＣＢ廃棄物の処理技術について 

・ＰＣＢ廃棄物の前処理技術の評価 

・空容器解体の方法  

・ 空容器解体物、反応生成物等の望ましい後処理方法とそれを担保するための措置 

→ 検討結果は第４章を参照 

 ④ ＰＣＢ廃棄物のトータルな処理システムのあり方について 

・ＰＣＢ廃棄物の処理における管理水準の考え方と卒業判定基準等の検証のあり方  

・ＰＣＢ廃棄物のトータルな処理システムのあり方と作業員の安全確保措置  

→ 検討結果は第５章を参照 

 ⑤ ＰＣＢ廃棄物の一貫処理における関係者の役割及び情報管理と情報公開のあり方  

   → 検討結果は第６章を参照 




